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研 究 課 題 「片親疎外」に関する実態調査研究
研究代表者 青 木 　 聡（臨床心理学科　教授）
Ⅰ　研究の目的
法務省（2011）によると、面会交流紛争の新受件


















し、有効回答者は 22 名（平均年齢 31.09 歳、標準偏






















2011 年 11 月～ 2012 年１月にＳＮＳの mixi（ミ
表１　面会交流の有無と神経症傾向の平均得点の比較
人数 平均得点（標準偏差） t値


























































































面会交流あり（n=9） 面会交流あり（n=13） t 値
平均得点（標準偏差） 平均得点（標準偏差）
質問６ 2.00（1.32） 3.46（.78） -2.98
質問 56 1.56（1.42） 2.92（1.26） -2.38
質問 11 1.78（1.39） 3.38（.96） -3.21
質問 51 1.44（1.01） 2.85（1.07） -3.09
質問２ 1.56（.73） .85（.80） 2.12
質問 27 .31（.63） 1.11（.93） 2.43
質問 13 3.22（.83） 1.92（1.38） 2.51
質問 43 3.11（.78） 1.46（1.27） 3.77
*p ＜ .05,**p ＜ .01
